
二
点

三
点

四
点

五
点

七
点

《

互
選
句
》

〈

紙
上
選
句
〉

〈

投
句
〉

〈

出
席
者
〉

〈

選
者
〉

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

秋
し
ぐ
れ
薄
暮
の
山
路
踏
み
急
ぐ

コ
ル
ク
抜
く
音
の
湿
り
や
秋
黴
雨
（

あ
き
つ
い
り
）

重
陽
や
花
弁
浮
か
べ
白
ワ
イ
ン

台
風
去
り
な
ほ
蝋
燭
の
夕
餉
か
な

流
星
を
大
海
原
の
闇
に
撒
く

地
震
（

な
ゐ
）

台
風
明
日
は
我
が
身
と
備
へ
せ
り

江
戸
文
字
の
法
被
の
大
門
秋
祭
礼

爺
婆
へ
似
て
な
き
顔
絵
敬
老
の
日

冷
（

す
さ
ま
）

じ
き
闘
病
思
ふ
舞
台
か
な

弔
辞
書
く
吾
の
手
を
留
め
し
稲
光

百
七
歳
の
笑
顔
は
童
女
曼
珠
沙
華

岩
風
呂
に
ゆ
ら
ぐ
月
光
ふ
く
ら
は
ぎ

紅
（

く
れ
な
ゐ
）

の
い
と
濃
き
木
曽
路
の
赤
と
ん
ぼ

朝
寒
や
温
泉
（

い
で
ゆ
）

へ

遠
き
宿
の
廊

秋
彼
岸
経
の
唱
和
に
帰
路
軽
し

秋
雨
や
樹
木
希
林
逝
き
ア
ム
ロ
去
る

き
ぬ
か
つ
ぎ
天
草
の
塩
少
し
振
り

秋
麗
初
刷
（

は
つ
ず
り
）

の
本
手
に
重
し

幕
間
（

ま
く
あ
ひ
）

に
軽
く
一
杯
栗
弁
当

（

湘
紅
会
ハ
イ
キ
ン
グ
で
宮
ｹ
瀬
ダ
ム
）

秋
晴
れ
や
ダ
ム
放
水
の
白
き
帯

花
野
ゆ
く
亡
き
母
の
絵
の
こ
の
辺
り

風
落
ち
て
海
近
き
馬
柵
（

ま
せ
）

霧
し
づ
く

秋
彼
岸
二
人
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す

満
月
や
孤
独
は
兎
の
み
な
ら
ず

芋
煮
会
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
の
平
和
な
日

秋
蝶
が
ふ
は
り
追
ひ
越
す
老
二
人

秋
蝶
の
二
頭
あ
や
と
り
す
る
ご
と
し

螺
子
（

ね
じ
）

巻
い
て
秒
針
を
聞
く
秋
の
夜
半

遠
国
（

を
ん
ご
く
）

へ
赴
任
す
る
子
と
酌
む
良
夜

少
年
に
秘
密
あ
り
け
り
通
草
（

あ
け
び
）

裂
け

仝
一
灯

仝
堂
哉

孤
舟

仝 仝
忠
彦

紀
久
男

仝
盛
雄

ゆ
た
か

仝
恵
洲

千
恵

仝 仝
五
郎
太

紀
久
男

そ
ら
お

昇
一
灯

仝
健
介

天
牛

け
い
子

啓
子

一
灯

盛
雄

孤
舟

（

堅
・
弘
）

（

紀
・
孤
）

（

弘
・
灯
）

（

忠
・
孤
）

（

敏
・
允
）

（

紀
・
龍
）

（

紀
・
弘
）

（

千
・
龍
）

（

忠
・
正
）

（

紀
・
千
・
ゆ
）

（

眞
・
孤
・
く
）

（

忠
・
孤
・
龍
）

（

猛
・
忠
・
弘
）

（

眞
・
五
・
正
）

（

堅
・
眞
・
敏
）

（

眞
・
彦
・
允
）

（

猛
・
孤
・
千
）

（

紀
・
孤
・
く
）

（

敏
・
灯
・
正
）

（

孤
・
灯
・
く
）

（

紀
・
ゆ
・
灯
・
三
）

（

孤
・
五
・
ゆ
・
三
）

（

紀
・
忠
・
彦
・
五
）

（

堅
・
孤
・
彦
・
ゆ
）

（

堅
・
猛
・
彦
・
千
・
龍
）

（

猛
・
五
・
ゆ
・
允
・
く
）

（

紀
・
猛
・
孤
・
千
・
敏
）

（

眞
・
忠
・
孤
・
敏
・
三
）

（

紀
・
孤
・
弘
・
龍
・
灯
・
允
・
く
）

（

眞
・
紀
・
猛
・
彦
・
龍
・
正
・
三
）

 
 
 
 
 
 
第
三
百
八
十
九
回
　
青
葉
会

（

弘
…

親
子
の
し
み
じ
み
し
た
思
い
の
溢
れ
た
一
句
）

早
川
允
章
　
福
島
正
明
　
村
田
く
に
子
　
山
本
三
恵

赤
田
堅
　
安
部
眞
希
子
　
川
口
孤
舟
　
 
楠
田
彦
十
　
小
西
弘
子
　
庄
司
龍
平
　
高
橋
敏
郎

（

福
助
、

四
年
半
ぶ
り
の
復
帰
）

　

　
　
　
平
成
三
十
年
九
月
二
十
七
日
（

木
）

午
后
六
時
～

九
時
　
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

宮
内
規
雄
　
山
崎
亜
也
　
山
田
け
い
子
　
山
内
天
牛
　
渡
邊
盛
雄

伊
賀
山
そ
ら
お
　
川
口
孤
舟
　
小
早
健
介
　
朱
牟
田
恵
洲
　
土
谷
堂
哉
　
古
田
昇
 
　
星
田
啓
子

（

伊
丹
市
の
最
高
齢
女
性
。

市
長
よ
り
花
束
）

（

木
曽
の
昼
神
温
泉
）

（

◎
…

文
語
（

歴
史
的
仮
名
遣
い
）

と
口
語
の
ど
ち
ら
か
で
も
よ
い
と
思
う
が
混
合
は
し
な
い
よ
う
に
）

今
井
紀
久
男
　
大
林
猛
　
柿
﨑
忠
彦
 
 
久
米
五
郎
太
　
在
間
千
恵
　
豊
田
ゆ
た
か
　
中
野
一
灯

川
口
孤
舟



一
点

◎

天
突
く
か
赤
き
拳
（

こ
ぶ
し
）

の
曼
珠
沙
華

慈
悲
も
な
き
天
は
怒
る
か
野
分
後

道
す
が
ら
手
折
る
人
あ
り
垣
木
槿

長
き
夜
に
恋
ふ
父
の
こ
と
母
の
こ
と

ポ
ケ
ッ
ト
に
角
と
れ
し
賽
渡
り
鳥

蘇
る
火
焔
の
器
天
高
し
（

縄
文
土
器
展
に
て
）

親
し
み
し
老
木
の
伐
ら
れ
秋
の
風

秋
彼
岸
父
に
無
沙
汰
の
灘
注
ぐ

太
古
へ
の
想
ひ
土
偶
に
寄
せ
る
美
術
展

黒
葡
萄
眠
れ
ぬ
夜
の
吐
息
聞
く

虫
の
声
一
山
覆
ひ
涼
を
呼
ぶ

繊
細
な
蕊
（

し
べ
）

震
は
せ
る
彼
岸
花

明
月
や
雲
を
照
ら
し
て
見
え
隠
れ

ジ
ャ
ズ
に
乗
り
女
将
連
中
総
踊

新
盆
の
お
斎
（

と
き
）

に
へ
ぎ
蕎
麦
遺
愛
酒

水
澄
む
や
シ
ョ

パ
ン
の
ピ
ア
ノ
聴
き
に
行
く

藤
の
実
や
柔
毛
似
合
は
ず
莢
（

さ
や
）

堅
し

葛
咲
く
や
万
葉
人
（

ま
ん
え
ふ
び
と
）

に
思
い
馳
す

線
香
の
煙
一
筋
鵙
（

も
ず
）

高
音
（

た
か
ね
）

飛
行
機
雲
が
秋
の
空
を
食
べ
て
い
る

仝
け
い
子

亜
也

昇
一
灯

仝
ゆ
た
か

堂
哉

千
恵

五
郎
太

仝 仝 猛 仝 仝
紀
久
男

亜
也

仝
規
雄

啓
子

（

五
）

（

紀
）

（

彦
）

（

孤
）

（

紀
）

（

五
）

（

弘
）

（

允
）

（

紀
）

（

三
）

（

堅
）

（

千
）

（

く
）

（

正
）

（

敏
）

（

正
）

（

紀
・
三
）

（

堅
・
ゆ
）

（

灯
・
允
）

（

紀
・
忠
）

　
千
恵
さ
ん
寄
贈
の
純
吟
「
蓬
莱
」
（

飛
騨
・
高
山
）
、

小
生
の
純
吟
「
神
の
穂
・
義
左
衛
門
」
（
伊
賀
・
青
山
）

　
　
　
●
次
回
青
葉
会

平
成
三
十
年
九
月
 
青
葉
会
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
　
文
責
　
紀
久
男

十
二
月
五
日
（

水
）
　
忘
年
句
会
　
　
　
寄
席
見
物
→
句
会
（
築
地
「

紅
蘭
」
）

十
一
月
二
十
二
日
（
木
）

　
仝
　
　
　
　
　
仝

一
、

孤
舟
選
者
は
主
宰
結
社
の
五
浦
吟
行
で
欠
席
。
出
席
は
極
少
の
７
名
・
投
句
1
2
名
。

（

浅
草
公
会
堂
の
お
盆
恒
例
「

ニ
ュ
ー

オ
リ
ン
ズ
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
」

フ
ィ

ナ
ー

レ
の
踊
り
）

（

◎
…

出
来
る
だ
け
五
・
七
・
五
の
定
型
を
守
っ

て
欲
し
い
）

（

◎
…

中
七
の
字
余
り
を
避
け
た
い
の
で
→
「

想
ひ
土
偶
の
」

で
は
如
何
）

（

◎
→
「

秋
彼
岸
無
沙
汰
の
父
へ
灘
の
酒
」
）

　
「

古
窯
曼
陀
羅
」
（
七
）
「
お
し
ゃ

べ
り
談
話
室
」

夏
号

　
四
）

丹
野
敦
雄
さ
ん
の
類
句
「

八
月
や
六
日
九
日
十
五
日
騒
動
記
」
（
五
）
大
滝
君
の
落
語
会
チ
ラ
シ
（
六
）

　
堂
￥
1
,
8
0
0
　
2
0
1
8
/
9
/
1
0
）
（
三
）
「

中
村
草
田
男
句
集
」
|
炎
熱
|
（

横
澤
放
川
編
）
（

　
Ｈ
Ａ
Ｍ
著
|
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
|
　
「
誰
も
置
き
去
り
に
し
な
い
」
（
文
教

　
た
。

回
覧
は
（
一
）
眞
希
子
さ
ん
の
選
句
Ｆ
Ａ
Ｘ
（

二
）

五
郎
太
さ
ん
の
翻
訳
新
刊
Ｔ
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｓ
・
Ｇ
Ｒ
Ａ

　
況
や
ウ
エ
ブ
句
会
の
こ
と
な
ど
話
題
に
し
つ
つ
進
行
。

御
覧
の
よ
う
に
孤
舟
さ
ん
、

盛
雄
さ
ん
が
高
得
点
で
し

　
留
学
生
よ
り
）
、
忠
彦
さ
ん
か
ら
い
つ
も
の
軽
食
に
カ
キ
フ
ラ
イ
！
等
を
賞
味
し
乍
ら
開
始
。
天
牛
さ
ん
の
近

　
上
の
山
温
泉
・
古
窯
の
焼
菓
子
「

縁
菓
」
、

五
郎
太
さ
ん
か
ら
の
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
（

教
え
子
の
ミ
ャ
ン
マ
ー

　
▲
当
季
雑
詠
各
自
五
句
　
投
句
は
二
句

十
月
二
十
五
日
（

木
）
午
后
一
時
半
～
四
時
半
　
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー


